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　This　study 　discusses　the　bathing　habits　and 　bath　space 　of 　the 　res 正dents　of 　urban 　apartmentS 　in　Xi
’
an

city
，
　China

，
　from　 the　 vieWpoint 　of　the 　dwelling　 sty且e．　Part　 l　 considers 　the　 actual 　state　 of　bathing

consciousness 　and 　the しrend 　of　bathing　 sしyle　 of 　the 　 residents 　 of 　urban 　 apartmenLs 　in　China．　Ninety

percent　of 　the 　households　targeted　in　this　research 　uしilize　main 且y　Lhe　baLhroom　for　bathing，　and 　90％

of　those　who 　use しhe　baしhroom　shower 　themselves　for　bathing，1し is　confirmed 　that　an 　increasing

number 　of 　residents 　feel　the　need 　to　have しheir　own 　baしhroom　and しhaししhe　shower −type　bathing　has

become 　 the 　 main 　 stream 　 of　their 　bathing　 method ．　 It　 is　 true　 that　they 　 bathe　 mainly 　for　 keeping

themselves 　c］ean 　while 　aiming 　to むake 　out 　fatigue，　but　it　should 　be　pointed　ou しthat　there　is　a 　trend 　of

baしhing　also 　for　the　purpose 　of 　beau しy，　 relaxation ，　 and 　diversion・In　other 　words ，しheir　bathing

cQnsciousness 　has　been　diversified．　Another 　point　that 　came 　to　 our 　 attention 　is しhat　 some 　residents

have　acquired 　a　habit　of　bathing　in　the　morning ，an 血 〔lication　that　there　is　a　change 　in　there 　bathing

habit．

　　　　　　　　　　　 　　　 （Received　July　30，2001；　Accepted 　in　revised 　form　March 　l8
，
2002）
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　 1．緒　　言

　近 年 ， 中国 の 経済が高度成長 する につ れ ， 都市居住

者 に お ける住生活の 水準
帆

や清潔意識が 向上する とと

も に，住宅 に対す る闃心 も高ま りつ つ あ る ．さ ら に
，

大量生産に よ り，浴室空間に 必 要な種 々 の 設備が 入手

しやす い 価格 に な っ て きた ．こ の よ うな こ とを背景 に，

串 11
人当 た りの 平均住宅面積 は，1978年 の 3．6m2 か ら

　 1995年の 8．1m2 に 至 っ た （『中国年鑑』 1997年 に よ

　 る），

都市集合住 宅 で は ，浴槽 ・洗 面台 ・便器 3点が 1室 に

なっ た浴室空間が導入 され，さら に ，シ ャ ワ
ー

コ
ー

ナ

ーの 設 置や シ ャ ワー器具の充実など浴室設備の改善が

進ん で きた ．そ れ に と もな い ，都市居住者 の 入浴慣習

や 入浴 方法，さら に 入浴意識 に お い て ，著 し い 変化が

生 じつ つ あ る ．本研 究 は，中国都市集合住宅 の 居 住者

に お け る 入 浴様式 と入浴 関連 空 間 に 着 目 し，居住 者 の

入浴空間 と し て ，住宅内浴室と公衆浴場 の 双 方 を対象

と し， 居住者 の 入浴慣 習 と 入 浴空間 の 全体像 を捉 え よ
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表 1，本研究の構成

　 中国 の 都市集合住宅 に お ける 居 住者 の

入 浴慣 習 の 現 状 と入浴 空間 の 住 様式 上 の 検討

　　　　　　　　第 1報 （本紐 ）

中国西安 にお け る公共 浴 池 の 利 用 と住 宅 内衛 生 間 にお け る

　　　　　 居住者の 入浴 慣習の 現 状

目的

  入 浴慣 習 ・入浴 意職 ・入浴 空間 の 現 状 を 把握する

  入 浴 様 式 ・入 浴 空 間 の 動 向につ い て 考察 す る

r　　　　　　 第 2 報

1 中国西 安の 集合 住宅の 居住者に お け る 住宅 内衛生 間の

；　　　　　　　 使用 状 況 とそ の 問題 点

i跪 。 。衛 生 間。 使。 状 況 、そ。 黼 点 。明 、。 。 す

1   住宅 内衛生 間に お け る 平面計画の あ り方 を示 唆す る
1

うとする もの で ある．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨク　ナ

　現 在 の 中 国人 の 入浴空 間 として ， 「公共浴池」
’ 2

と
　 　 　 エイ セ イ カ ン
「住宅内衛生 問」

＊a
が 挙げ られ る ．後述 の よう に，前者

は 歴 史が長 く，後者 は 近代 に 入 っ て か ら出現 した もの

で あ る．

　『世界温泉文化史』に よる と，中国の 入浴の 歴史は，

周王朝 の 時代 まで 遡 る こ とが で き， すで に当時 （紀元

前 1000年〜500年），中国語に は，身体 を洗 う，口 を

拭 く， 洗髪 ， 浴室 ， 浴槽な どの 入浴に 閧係する表現が

存在 して い た
］｝

．「公共 浴 池」 は ，寺院や 宮廷に 存在

する斎戒沐浴の た め の 「温室」や 「浴室」が，
一

般へ

普 及 した もの で ある ．『世界 温泉文化史』 に よ れ ば，

「すで に 13世紀 （宋代）に ，マ ル コ ポ ーロ がそ の 規模

の 大 きさと数の 多さを賛嘆 した」 と い う 「公共浴池」

に 関する 記述が み られ る ．「公 共浴池」 に つ い て 詳細

に記述 した の は ，『清俗紀聞』
2）
で あ り，こ れ に よ る と，

　 　 　 ヨ 　 ダ ン

当時 の 浴 堂 （庶 民 向け の 「公 共浴池」）は ，日本 の 銭

湯に非常に似て い る．浴池の 中に は，現在の 「公共浴
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リク

池」 に み られ る シ ャ ワ
ー

設備 は ない が
， 上 が り湯 （陸

ユ
湯）が あ っ た．また，『清俗紀聞』 の 版画

2〕
に 描か れ

て い る よ うに
， 昔か ら中国人は，浸か りなが ら （当時，

木製 の 浴槽や た らい に 浸 か っ て い た）身体 を 洗 う慣習

を持 っ て い る こ とがわか る．

　現在の 中国の 「公共浴池」は，イ ス ラ ム の 影響を強

く受けた と い われて い る
3 ｝

．さ らに ， ユ950年代 以 降 ，

庶民の 健康を配慮 し，生活上 の衛生条件 を高め るため

に，中国政府 は，「公共浴 池」 を大 量 に 建 設 した．こ

の 時か ら多 くの 都市居住者は，「公共浴池」を利用す

る よ うに な っ て い っ た 。こ れ らの 「公共浴池」 は，営

利目的の もの （日本で い う銭湯）と福祉 目的の もの に

’ ！

公衆浴場 や 公衆風呂 の こ と を指 す．中 国語 で は 「澡

　 堂」，「浴堂」，「浴池」 と もい う．
“ “

浴室，便所，洗面所 な ど の 空 間 を指 す．「厠所」 や

　 「洗 手 間」 ともい う．浴室空 間 に 重 きを置 く場合，

　 「浴室」や 「洗澡間」 と もい う，

分け られ る．本研究 の 「公共浴池 」は
， 後者に 属 し ，

諸機関
桝

が福祉事業 と して従業員の ため に提供 した も

の で あ る．

　ま た，「住宅内衛生 間」の 場合，3 点 1 室の もの が

多い ．しか し，こ の よ うな 3点 1 室の 「住宅内衛生 間」

は，1970年代以 降都市部 に お い て 普及す る ま で
， 高

所得層の ご く一部の居住者が居住する独立 住宅や 集合

住宅 に しかみ られな か っ た．

　さらに ，中国は乾燥 した気候風土 で あ り，水の 豊か

で は な い 地域が 多く存在 して い る た め ，中国人の 入浴

は，歴 史的 に 非 日常的 な生活行為 と して存在 して きた．

こ れ まで の 中国に おける 入浴方法は，次の ように大別

で き る ．「浸か る式」 （桶 や浴槽 に湯水 をた め て 浸か り

なが ら体 を洗 う），「シ ャ ワ ー式」，「行水式」（た らい

や 洗面台に た め た湯水 を体 に か け る）の 三種で あ る ．

　と こ ろ が，近 年，と りわ け 1980年代以 降，住 生活

をは じめ生活全般 の 水準 の 向上に と もない
4 〕

，前述 の

ような 3 点 1室の浴室空 間が住宅 に導入 され ， 浴室設

備が 改善 され て きた．こ れ に ともない 中国の 都市居住

者の 入浴慣習や入浴空 間 の 利用等 に お い て著 しい 変化

が生 じつ つ ある と予想 され る，しか し，こ れ らの 内容

を扱 っ た 過去 の 研 究は み ら れ な い ．そ こ で 本研究で は，

中国都 市 集合住 宅 の 居 住 者 を対 象 と し， 「住宅内衛生

間」 と 「公 共浴池」の 双 方か ら，入浴慣習 の 実態を明

らか に し ， さら に
， 浴室関連空間 の 使わ れ方の 現状 と

問題点 を把握 し，住様式 の 視点か ら，入浴空間 の 検討

を行お う と した ．表 1 の よ うに ，第 1 報で は
， 入浴慣

習や 入浴方法，入浴意識 などの ソ フ トな生 活面 か らの

諸問題を取 り扱 う．まず，居住者の 「公共浴池」の 利

用状況 と 「住 宅 内衛生 問」の 入浴状 況 か ら
， 居 住者の

入浴慣習の 実態を明らか に す る ととも に ，「公 共浴池」

と 「住宅 内衛生 間」 の 利 用関係か ら今後の 入 浴慣習の

寧，’
国や 諸機関 （各省，直轄都市） が 所有す る研究所

・

　 大学 ・病院 ・銀行 ・公司 ・企業等を指す，

74 （594＞
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動向につ い て 考察する ．さらに ，入浴慣習 の 背後に存

在す る 居住 者 の 入浴意識 に つ い て 考察を加え，今後の

発展方向を探る こ とが第 1報の 目的であ る．なお ， 第

2 報 で は ，浴室空間や平面計画 などハ
ー

ドな面か らそ

の 諸問題 を取 り上げ，第 1 報 に お い て得 ら れ た 結果 を

踏 まえて ，浴室空間 と浴室関連空 間の使われ方 な どの

問題点を把握 した上 で ，今後の 都市集合住宅に お け る

衛生 問 の 平面計画の 改善に 資する知見 を得る こ とを目

的 と し て い る ．

　2 ．研 究方法

　（1） 調査対象の 選定

　現在，中国 の 都市にお い て ，住宅総面積 の 90％以

上 を占め る集合住宅 の 居住者 を対象 と す る こ とと し

た
5）

．さら に，都市居住者の住様式に おけ る新 しい 動

向 を把 握する た め に ，近年増加 しつ つ ある 「永久居住

権」の ある新 しい 所有形態
’5

の 集合住 宅 を選定 し，な

か で も，と りわ け居住面積が 広 く （「中 国都市小康住

宅 プ ロ ジ ェ ク ト」 の 内容 に よ る と，1990年代初 期 中

国建設部が 出 した 2000年 の 住 宅 の 目標 は，1 人当た

りの 平 均居 住面積は 8m2 ， 1 住戸 当た りの 延べ 床面

積 は 50〜55m2 である．しか し ， 後述の ように本研究

の 調査対象住宅 は，1住 戸 当た りの 延べ 床面積が 80
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ダ l

m2 以上 とな っ て い る．）
6）

， 衛生 間 も比較的広 く，「大
キ t ケ＋ e ウ 　　　　 　　　　　　　　　 　　　 シ ョ ウ ガ シ ツ

客 庁 （大 きい リ ビ ン グ）」「小 臥室 （小さ い 寝室）」

と い う現在 の 集合住宅に多 く見 られ る 平面 を持 つ 住宅

を対象 と した．それ は
，

こ の よ うな住宅に居住す る居

住者は，生活水準 が比較的高 く，生活先進層 と し て ，

今後の 住様式の 動向を探る の に 適 した 居住 者層 と考え

たか らで ある ．

　国土が広大な中国 に お い て は
，

入 浴 空間 は ，都市間

で は類似 して い るが ， 都市 部 と農村 部 と で は ，差 が存

在する．そ の差は，経済的事情 に よ りもた らされ た も

の で あ る．例 えば ，都市部 に お い て は ，住宅 内 に 入浴

空間が設置 され
， 入浴設備が 比較的整備され て い る．

しか し，農 村部 に お い て は ，住宅内に 入浴空間が設置

され て い ない ため ，居住者は，非 日常的 に 行水 し， 或

’FJ
住宅 の 公有 か ら 私有 の 間 に あ る 中 間的 な 住宅 の 所有

　 形態を さす．こ れ ら の 住宅 は，国を は じめ とす る 諸

　機関 が
， 福祉事業 と し て 従業員 に 供給 した もの で あ

　 る．所有権は ，諸機 関 が 持ち ， 永 久居住権 は，居住

　 者 が 持 っ て い る．永 久 居 住権 を購 入 す る に は，高額

　 の 費用 が 必要 で あ る が ，市販 の 商 品 住 宅 に 比 較す る

　 と，そ の 価格 は 1／10〜1／5 に す ぎない ．

い は
， 町 に存在する営利 目的の 公共浴池や近辺 の 諸 機

関が経営する福祉目的の 公共浴池 を利用 して い る．

　また ，入浴慣習に つ い て は，北 方地域 と南 方地域に

よる地域差が 存在する ．その 差は，気候風土 に よ りも

た らされた もの で ある ．高温多湿で ある南方地域 の 居

住者の 方が ，北方地域 よ り入浴の 頻度が 高 い 傾向が あ

る ．なお，本研究 で は ，中国 の 内陸部に ある 西安に 立

地す る集合住宅 （研究所 1地区，病院 1 地区 ， 国営企

業 2地 区 の 計 4地 区に存在する住宅）の居住者 を対象

と した ．

　（2） 調査方法 と調査状況

　上記の 調査対象に対 し，質問紙調査 と併行 して事例

調 査を行 っ た．496 世帯 を対象 と し，拒否 をの ぞ い て

4 地区合 わせ て 453部 を配布 した ．有効サ ン プ ル 数は

357で あ り，回収率は 78．8％ で あ る ．な お
， 事例 調査

は 14世帯 （タ イ プ 1 の 5 世帯，タ イプ 2 の 4 世 帯，

タ イ プ 3 の 5 世帯 ）の 居住 者 を 対 象に実施 した
“6

（図

1）．調査期間は 1999年 8 月で ある．

　3．結果 お よび考察

　（1） 調査対象住宅 と居住者 の 概要

　調 査対 象住宅 は
， 建築年数 3 年未 満，延 べ 床 面積

80m2 以上 の 集合住宅 を選 定した．どの タ イプ も 3 室
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 サ ン ＋ I ウ

（臥室 ・書 斎な ど）2 庁 （客庁 と餐 庁 ）で あ り，1住

戸 当た りの 延 べ 床面 積 は
， 表 2 の とお り 80〜100　m2

の 住戸が最 も多 く，7 割近 くを占め て い る．そ して ，

図 1の よ うに ，
タ イ プ 1 は ，衛生 間が 2 箇所 ある タ イ

プ で ある （シ ャ ワ
ー

コ
ー

ナ
ー ・便器 ・洗面台の 3 点 1

室の 衛生 間 と，便器 ・洗面台 の 2 点 1 室の 衛生 間があ

る）．タイプ 2 は，便器 ・浴槽の 2 点 1室 の 衛生 間と
，

そ れ に 隣接 して洗面所 （造 り付け洗面台の あ る）を も

つ タ イプ で あ る ，タ イ プ 3 は
，

シ ャ ワ
ーコ ーナ ー ・便

器 ・洗面台 とい う 3点 1室 の衛生間 が 導入 さ れ て い る

タ イ プで あ る ．

　諸 機関
網

が供給する こ の ような住宅 に 入居 で きる 居

住者は，高収 入者層 が 主で ある．そ の 中に は，
一

般の

従業員も役員もい る．諸機関は，
一

般 の 従業員や役員

の 勤務年数や職階 に基づ き，それ相応の 住宅を市販の

商品住宅に 比 べ て 比較 的安価 な価格で提供 して きた
’ 5．

　 しか し，タ イプ 3 の住宅の 場合，住宅の 所有者で あ

る諸機関
零’L

は，勤務年数や 職階 に 閧係なく，若い 高収

’ 6
本研究 で は，衛 生 問 の 構成 に よ り調査対象住宅 を 3

　 タ イプに 分けた，詳細 は，「3Kl）調査対象住宅 と居住

　 者の 概 要」参照 ．
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図 1−1，調査対象住宅の平面図 （タ イプ 1約 123　m2 ）

図 1−2．調査対象住宅 の平面図 （タ イ プ 2 約 98m2 ）

表 2，調査対象住宅 の 延 べ 床面積

iiili　fii｛［　 − − − zzi 　zz
80 〜looleo
・−120120
’
上

66．6 （238）　　　0，0 （　0）　100．0 （112）　　100，0 （126）
10．4（37）　 31．1（37）　 0．0（　0）　　 0．0（　0）
23．0　82　　　68　9　　82

10003 　 00900
　 0　 　 0，0　 0

00020 ．0126
X 西安 にお け る 「国有 の 研 究 所，企 業，病院 が 所 有権 を持 ち，居 住

者が 居住権 を持 っ 4地 区の 集合 住宅．　　　　　　　 単位 ：　ts（N）

表 3。調査対象居住者概要

図 1−3、調査対象住宅 の 平面 図 （タ イプ 3 約 90m2 ）

一 一
30繍 　　2Ψ8（10）
30〜35　　 6．7（24）
35〜40　　　35．6（127）
40〜45　　　23．8（　S5）
45〜50　　　13．2（　47）
50〜55　　　7，3（　26）
55へ｛60　　　5．9（　21）
60｛凵65　　　2．2（　8）
65〜70　　　0．3（　1）
70〜75　　 0．6（

75歳以 上 　 0．3（ ］）

不 明　 　 　1．4（ 5）

乳幼児　　　 Ll （ の 夫婦 　　　 生 8（17）
幼稚 園児 　　3．6〔13＞夫婦 十子 73．　4（262）
’亅堂 圭…　　　　33．3（119＞　世 燃 　　17．1（61＞
中・岡生 　　 27．　S（99）そ の 他　 　 L4 （ 5＞
嫐 上　　26．1（93）＿一
不明　　 　 　2．8（10）計　 　　 100，0 （357）

　 レ、オ し、　　5　3　19　＿＿＿＿＿＿1旦鼬 ＿曹藺＿

入 の
一

般の 従業員に も，購入権 を与え た ，しか し，そ

の販売価格は ，勤務年数や職階相応 の 居住者向け の 販

売価格よ り， 約 2倍高 くな っ て い る．こ の ように ， 若

い 年齢層 に も永久居 住権を販売 したため ，表 3 の よう

に ，調査 対 象世 帯 の 世帯 主 の 年 齢層 は ，35〜40 歳 未

満が 中心で ある．長子の 属性 に つ い て は ，「小学生」

が 3．5 割，「中 ・高生」が約 3 割を占め，学 齢期 の 子

供の い る世帯が多 い ．世帯類型は
， 「夫婦＋ 子」が 7

割以上 を占め，核家族 が 中心 で あ る．さらに 世帯人数

は 「3人」が最 も多 く，
7 割近 くを占め て い る ．最近 ，

76

ヨー ＿＿2〜3
　 　 　 100．0357

　 針 　　 　　 且00．0（357）2人 　　 　　5．0（18）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3人 　　　 68．9（246）
2） W 　　 　L ＿＿＿4人 　 　　 23．2（47）
　 1年未 満 　 　 18．8（67）5人以 上 　 11．8（42）
　 1〜2年 　　 60．2（215）不 明 　　 　 1．1（ 4）

　　　　　　 2LO 　 75 ヨ遮 ム＿
　 　 　 　 　 1000 　357　　　　　　　　　100．0　35
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単位 ：％ （N ）

建 設 された住 宅 を対象 と して い る の で ，居住年数は，

1〜2年の 世帯が 6 割 を超 える．

　（2） 入 浴空 間 の 利用 状 況 か ら み た 入浴慣習 の 動向

　前 述 の よ うに，「住 宅内衛 生 問」が普 及す る まで，

都市居住者の 入浴空 間と して ，「公 共浴池」は，大 き

な役割 を果 して きた ．そ して
， 現在で は

， 後述 の よ う

に ，「住 宅内衛生 問」 は，こ れ ま で の 「公 共浴池」 に

加えて ， 都市集合住宅 の 居住者の 重要な入浴空間 と し

（596）
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表 4．入浴空間一 タ イ プ別一

　 　 　 住 内衛 住 内衛生 公 共浴 池

辮＃ 　 　 生間 の み 　 間 と 公 共浴 　 　の み

一 一
全 体 74．5 （266） 24．9 （89） 0．6 （2） 100．0 （357）
タイ プ 159 ．7 （71）　 38．7 （46） L6 （2） 100．　O （119）
タ イ プ 272 ．3 （Sl）　 27．7 （31） e．O （0） 100．0 （112）
タイ プ 390 ．5 　114　 9．5 　 12　00 　 0 　10e．　O　l26

X3 検定 ： mP 〈 0．001 ＃ P〈 O．Ol ＊ P ＜ 0．05 　以 下図 衷 同様

単位　　偶 （N） 〈 不明の ぞ く〉

凡 例 囮 住宅内衛生問の み使 う　　　　　　　　 単数回答

　　 囮 住宅内衛生 聞 と公 共浴 池 の 両 方を 使 う

　　 ■ 公 共 浴池 の み 使 う　　　　　　　　 ぐ 　複数回答→

※ 複 数回 答 ： 該当理 由全 て にO を付 けた 世 帯 の 劉 口
※ 単数 回 答 ：

一
番 の 理 由 を

一
つ 選 ん だ世 帯 の 割合　く 以下 図表同様 〉

　　　　図 2．入浴空 間 の 利用実態 と そ の 理 由

て 位 置付け られ て きて い る．

　 1）　 入浴空間 の 利用 実態とそ の 理由

　入浴空 間 の利用実態をみ る と，図 2 の ように，調査

対象世帯の 7 割強は ，「住宅内衛生 間」 の み を利用 し

て い る，さ らに ，「住 宅 内衛生 間」 と 「公 共浴池」 の

両 方を利用 す る 世帯 は 2 割 で あ る．こ の 両 者 を合 わ せ

る と
， 「住宅内衛生間」 を利用する 世帯は，調査対象

世帯 の 9割に の ぼ り，非常に多 い こ とが わ か る．と こ

ろ が ，「公共浴池」 を利用 す る 世 帯は ，全 体の 3 割弱

で ，比較的少な い ．

　 つ ぎに ，入浴空間を タ イプ別 に み る と，表 4 の よう

に ，
タ イ プ 1 や タ イ プ 2 よ り，タ イ プ 3 の 方が ，「住

宅内衛生 間」 を利用 す る世帯 の 占め る 割合が高 い ．ま

た
， 表 5 か ら

，
タ イ プ 3 の 世帯 に若年層が比較 的多い

こ と か ら，若年層ほ ど 「住宅内衛生問」に 対する志向

が強 い こ とが うかが える．

　 1）「住宅内衛生間」の 利用理由　　　　　．

　「住宅 内衛生 間」の利用理 由として考えられ る 10 項

目を設定 し回答を求め た結果，図 2 の よ うに，複数回

答で は
， 「い つ で も入 れ て 便利」「好 きな 湯温 を選べ る」

「公衆 浴場 は い つ も混 む」 な ど の 理 由 をあ げ る 世帯が

高率 を占め て い る．単数回答で は，9割 を超える世帯

表 5．「住宅内衛生 間」 の み を利用す る 世 帯主 の 年齢

　　　一
タ イプ別

一

一M −IL ．− MZLMZISUI − 1
全体　　 100．　0 （71）100．　0 （81｝100．0 （114）100．O （266》
40代未満 　28．2 （20》 46．9 （38） 58．8 （67） 47．O （125＞
40代　　　36．6 （26） 30。9 （25）　 41．2 （47） 36．8 （98）
50代以 上　32．4 （23｝ 22．2 （18）　 0．0 〔 0）　 15．4 （41）
不 明　 　　 2．8 （　2）　 O．0 （　0）　 0．0 （　0）　 O．8 （　2｝
　 　 　 　 　 44．2 　 　 　 43．2 　 　 3S．7 　 　 　 419

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単位 ：s  

が 「い つ で も入 れて便利」 とい う理 由をあげ ， 最大理

由に な っ て い る．こ れ に は，以 下 の ような，調査対象

住宅 の 近 く に ある 「公共浴池」の 使 い に くさ が 関係 し

て い る．す な わ ち，  湯温 が決 まっ て い る，  利用

で き る 時間帯に 制 限が あ る，  福 祉事業 と して 運 営

され て い る た め 料金が 安価で あ り，住宅内に衛生 間の

ない 人 々 の 利用 が多 い ため ，い つ も混雑 して い る 等の

使用上 の 難点が存在 して い る ，以上 の よ うな 「公 共浴

池」の使 い に くさは
， 中高所得層で ある本研究の調査

対象世帯の ，「住 宅 内衛生 間」に 対する志向をい っ そ

う強め た と考え ら れ る．また，図 2 の 「そ の 他」の 内

容 は ，そ の 7 割強 が 「公共浴池」は衛生的条件が良 く

な い とする もの で あ る．以上 を総 合す る と
， 「公 共浴

池」に対する種 々 の 不満が，住宅内の 浴室利用 に向か

わ せ る 一
因 に な っ て い る こ と が わ か る．

　さら に ， 「住 宅 内衛生 間」 の 利 用理 由 を ，世帯類型

別，世 帯主年齢 別 にみ る と，以下 の よ うな こ とが 明 ら

か に な っ た．

　まず ， 図 3 の よ うに，「い つ で も入 れ て 便利」 と

「好 きな湯温 を選 べ る 」 で は
， 世帯類型別 に 差が み ら

れず，どの 世帯類型の 世帯 もこ れ を最大理 由 に あ げて

い る ．と こ ろ が，他 の 理由で は，世帯類型別 に違 い が

み られ た．例え ば ，「夫婦 の み」の 5 割は
， 「公 共浴池」

に 通 う時間が節約で きる を，「夫婦＋ 子」の 5 割は，

「公共 浴池」は い つ も混 むを理 由 に あ げ て い る．「夫婦

の み 」の 世帯 に は，中高年層が多い こ とが影響 して ，

「公共浴池」 まで の 距離 を実際以上 に 遠 く感 じて い る

ようで あ る．
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N≡266　 夫婦の み　N＝10　 夫婦＋ 子 N＝200　 世代　　 N＝44

1．い つ で も入 れ て 便 利

2．公 共 浴池 に通 う時間 を 節約で きる

3．好 きな 湯温 を選べ る

4．他 人 に気 を使 わずに 済む

5．い ろん な種類の シ ャ ワ ーを楽 しめ る

6．公 共 浴池 は い つ も混 む

7．公 共 浴池 利 用 に時間 帯 の 制限 が ある

8．公共浴池 に行 くの は 寒い

9．同じ職場の 人 と挨拶す る の が 面倒
10．そ の 他

0　　　50　　100　％　　　0　　　50　　100 ％　　　0　　　50　　100 覧

96，6 ．0 96．50

　 50　 100 ％

　 97．7
　

　

　

　

　

　

　

　

　 ※ 「夫婦 ＋子 」 は核家族 を指す．　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 「世代 家族」 は 多 世代 同 居等 を指 す，以 下 図表 同様

　 　 全 体 の 266に は，　 「そ の 他」 の 3世帯 と世 帯類 型 「不 明 」 の 世帯 が含 まれ て い る．

図 3．「住宅内衛生 問」 を使 う理 由
一

家族類型別
一

　1．い つ で も入れ て 便利

　2．公 共浴池に 通う時間を節約で きる

　3，好きな湯温 を選べ る

寧 4．他人 に気を使わずに済む
寧 5．い ろん な租類の シ ャ ワ ーを楽しめ る

　6，公 共浴池は い っ も混む

　7，公 共浴池 利用 に時 間帯 の 制 限が ある

“ 8、冬公 共浴 池に行くの は 寒い

　9，同 じ職場の 人 と挨拶するの が面倒
10．そ の 他

〔：＝璽 ＝ コ 匚 ：：：巫 ：＝：コ 匚＝ 璽 ＝＝コ
全 体 　 　 　男　 　 　 女
N ＝125　 　 N ＝53　 　 N 旨72
0　100　S　　O　100　％　　0　100 ％

26
　
隗
δ

3
　

63

2958

惑

38

過

30

彊
，4

全体 　　 男
N ＝98　 　 N 二50
0　100 ％　 0　100 ％

　 9　　 0
　 　　　　

　 　　

　 　　　　
　　　

　 　　　

　 　 　 　

　 　　　

　　　
　　　

女　　 　 　全 体 　 　 男　 　 　 女

N ＝48　 　 N ＝41　　 N＝27　 　 N ＝14
0　100 ％　 0 　100S 　O　100 覧　0　100 覧

　 9　　 　　 　　　　 100
　 　　　 　　 　　 21．4
　 　　　　 　　 　　　　　71．4
　 　　　　 　　　 　　　　　71．4

　　　 　　　 　　　
’
14．3

　 　　　 　　　 　　　　35．7
　 　　　　 　　　 　　　　 57．1
　 　　　 　　 　　 14．3
　 　　　　 　　　 　　　7，1

　　　　 　　　 　　　0

X2 検定 ；＃ IP 〈 0．001 糧 P＜ 0．01　 SP 〈 O．　e5　〈 不明 の ぞ く〉　［複数回答］

図 4．「住宅内衛生問」 を使 う理由一年齢別 ・男女別一

　 つ ぎに，年齢別 ，性別 で，「住宅内衛生 間」の 利用

理 由み る と （図 4），年齢が 高 い ほ ど，「好 きな湯温 を

選 べ る 」 をあげる者が 多 い ．前述 の よ うに，「公共浴

池」 の 湯温 は 自由 に 調節 で きな い よ う に な っ て い るた

め
， 中 ・高年層の 居住者に は と くに不満を感 じさせ て

い る．

　 また，年齢が 若 い ほ ど，「い ろ ん な シ ャ ワ ーを楽 し

め る」 と回答する 者が 多 い ．近年，マ ッ サージ機能や

湯 の 流れ の 強 さが調節 で きる機能など，多様な機能を

備えた シ ャ ワ
ー

器具が普及 しは じめ ，こ の よ うな便利

で ，快適な シ ャ ワ
ー器具 が ，と りわけ若年層に受け入

れ ら れ て い る こ とが わ か る．こ れ に は
，
．  中 国 人 は

シ ャ ワ
ー式入浴方法に こ だ わ る こ と （後述 （3）の 1）），

  若年層 に ，入浴 を楽 しむ意識 や 入浴 に 「気分転 換」

を求め る意識が他 の 年齢層 よ り強い こ とな どが 関係 し

て い る と考えられ る．

　つ ぎに ，「他 人 に 気 を使 わ ず に 済 む」 に つ い て は ，

50 代以上 の 居住者の 場合，男性 よ り女性の 方が こ れ

をあ げ る者が 多く，女性 の 7割強が こ の 理由をあげて

い る．中 ・高年層の 女性 に と っ て ，「公共浴池」 に お

ける他人 へ の 気遣 い は
，

わず らわ しい もの に な っ て い

る こ とが うかが える．さら に ，「公共浴池 に行 くの は

寒 い 」 に つ い て は ，40 代未満 と 50 代以上 の居住者 に

お い て ，性 別 に よ り違 い が み られ ，女性の 方が 相対的

に多 く回答 して い る，体を冷や す こ とへ の 気遣 い が女

性に よ り多い こ とが関係 して い よう．

　以 上，  生活 水準 と 住生 活意識 の 向 上 に と も な い
，

生活の 便利 さや 快適 さを追求す る意識 が強 くな っ た こ

と，  大量生産に よ り給湯設備の価格が安価 に な り，

「住宅 内衛 生 間」が 整備 され て きた こ と （例 えば
， 多

機能の シ ャ ワ
ー
器具や シ ャ ワ

ー
コ
ー

ナ
ー

の 設置 な ど）

な どと，「公 共 浴池」 の 使 い づ ら さが加 わ っ て ，便利

な住宅内の 浴室利用 を推 し進め て きた とい えよ う．

　 ii）「公共浴池」 の 利用理 由

　「公共浴池」 を利用 して い る 3 割弱 の 世帯 に
， 「公 共

浴池」の 利用理 由を尋ね た結果，図 2 の よ うに，「空

間的 に ゆ っ くり入 れ る 」 と い う理由 をあげ る 世 帯が 最

も多 く，複数回答，単数回答 の 両方 にお い て ， 最大理

由に な っ て い る ．つ い で 「自宅で 済ませ る よ り経済的」

と 「職場の 人 と交流 が で きる」 とい う理 由が ， 各々 4
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全 体 N 言91 　 夫婦の み N ； 7 　夫婦 ＋ 子 N ＝62 世代家族 N 言17

0　　50　 100 覧　0　　50　 100　％　 0　　50　 100S 　 O　　50　 100 ＄

L 自宅 で 済 ませ る よ り経 済 的 　 　 　 　 　 　
2．空間 的 に ゆ っ く り入 れ る　 　 　 　 　

3．時間的に ゆっ く り入 れ る　 　 　 　 　
4．職場 の 人 と交流がで きる　　 　　　

5，慣れ た 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

6，自宅 の 浴室空聞は狭い 　 　　　　 　
7．自宅 で は 浸か る こ とがで きない 　　
8，自宅 の 給湯能 力 が 低 い 　　　　　　
9，自宅 の 浴 室は 入 浴後の 掃 除 が大 変　 　
10，その 他 　 　 　　 　 　　 　　 　 　　

※全 体 の 91には， 「そ の 他 」 の 2世 帯 と世 帯 類型 不 明 の 世帯 が含 まれ て い る

図 5．「公共浴池」を使 う理 由一家族類型別
一

　 ［複 数 回 答 ］

割強 を占め ，「公 共浴池」 を利用す る 大 きな理 由に な

っ て い る こ とが わ か る，

　つ ぎ に ，「公 共浴 池」の 利用理 由 を世帯類型 別に み

て い くと （図 5）， 「空間的に ゆ っ くり入 れ る」 とい う

理由は，どの 世帯類型 に もあげ られ る割合が高 い ，と

こ ろ が，「自宅で 済 ませ る よ り経 済的」 とい う理 由で

は
， 世帯人数の 多 い 「夫婦＋子」と 「世代家族」に お

い て こ の 理 由をあげる 者が多い ． こ れ に は ，  前述

の よう に ，「公 共浴池」は，福祉 目的で 運営 され て お

り低料金で利用で きる こ と，  「住宅内衛生間」 の 場

合 ， 給湯 機等の 浴室設備 （居住者が取 り付け る ）が高

価で ある こ と，さら に水 ・電気 ・ガ ス な どの 諸費用 も

比較的高価 で あ る こ と等が あ り， 世帯 人 数 の 多い 世 帯

に と っ て は
， 「公 共 浴池」 を利 用す る方 が経済的 で ，

利用 しやす い か らで あ る．また ，「夫婦 ＋子」の 世帯

は
， 「職場 の 人 と の 交流が で きる」を理 由 に ， 「夫婦 の

み」の 世 帯は，「自宅 の 浴 室空間は狭 い 」 と 「自宅 で

は浸か る こ とが で きな い 」 を理 由に
，

「公 共浴池」 を

利用 して い る こ とが わ かる．前 者の 場 合，子供 の い る

世帯ほ ど，他 人 との 交流 を求 め ，親 同士 の 横 の つ な が

りを大切 に し て い る こ とが 影響 し て い る と思 わ れ る ．

後者の 場合は，こ れ まで の 入浴慣習や 「住宅内衛生問」

の 相 対 的 な狭 さ （「公共 浴池」 と比 較 して ）に よ る も

の と考え られ る．

　現在で は，都市居住者の 生 活水準や ，入浴意識，清

潔意識 ， 生活 の 利便性 を求 め る意識 は 向上 しつ つ あ り，

更に，生活 リズ ム が以前に 比 べ て速 くな っ て きた
’ 7
．

しか し
， 諸機関

網

が 所 有す る 「公共浴 池」は
， そ の ほ

とん どが，日曜 を除 く平 日の 夕方以 降や，週 に数日の

夕方に の み 開 くの で ，毎 日 あ る い は随時入 浴す る こ と

’ 71970
年代後期 か ら，中国 で は 経済改 革が 行 わ れ，市

　 場経済が導入 さ れた．以来，中国 社 会 は 競争社会 と

　 な り，中 国人 の 生 活 リズ ム が 速 くな っ た。

が で きな い ．こ の よ うな こ とか ら徐 々 に，「公共浴池」

は ，都市居住者 の 入浴 に 対す る要求 を充分 に 満 た さな

くな っ て きて い る ．「随時 ， 利用で きる」「好 きな湯温

を選 べ る」 な どの
， 「住宅 内衛生 間」が保 有す る長 所

は，そ の 利用 を増 や し，そ して 今 後，「公共浴 池」か

ら 「住宅内衛生 間」の 利用 が 主体をな し，都市集合住

宅居住者の 入浴生活にお い て ，「住宅内衛生問」は 重

要 な役割を果 た して い くこ とが示唆 され る．

　2） 利用状況 ・利用意識か ら み た 「公共浴池」へ の

　　　志向

　 i）「公 共浴池」 で の 浴槽利用

　「公共浴池」 を利用する 91 世帯の うち，浴槽に浸か

る 世 帯 は 3 割 （28／91）で あ り ， 比 較的 少 な い ．こ れ

に は，以下 の 理 由が考え られる．  「浸かる式」の 入

浴方法は，女性の体質に適 して い な い とい う考え方が

中国人 に あ るため
7 ］

，中国 で は，政 府が女性 に 「浸 か

る式」の 入浴方法を提唱 しな い 方針を採 っ て お り，ほ

とん どの 「公共浴池」に お い て
， 浴槽は 男性側 に し か

設置 され て い な い ．こ の よ うな事情か ら，「公共浴池」

の 浴槽に 浸か る と回答 し た 3割の 世帯で は ，そ の ほ と

ん ど が 男性 で ある と思 わ れ る．さ ら に ，  緒言 で 述

べ た よ うに，昔か ら，中国人 は 浴槽に浸か りなが ら，

体 を洗 う習慣 を持 っ て い る．そ の 影響 もあ り，南北 の

地域 に かか わ らず，
一

部の 中国人 は，なお，浴槽の 中

で体 を洗う慣習を持 っ て い る ．以上 の よ うな，中国 に

おけ る入 浴 に関 わ る慣習 が影響 して ， 「公共 浴池 の 浴

槽の 湯は清潔で な い 」 とい うこ とで ，浴槽利用は比較

的少 な い と い え る ．

　 ii）「公共浴池」の 必要性 に関す る意識

　前述 した よ うに 調査対象世 帯の 3 割弱 しか 「公共 浴

池」 を利用 して い な い が ， 今後 の 「公 共浴池」 の 発 展

方 向を考察 す るため に ，調査対 象世帯全 体 に ，「公 共

浴池」の 必要性に つ い て 尋ねた ．表 6 の よ うに ，「公
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表 6．「公 共浴池」に対する 意識一入浴空 間別 ・入浴

　　 方法別 ・年齢別一

っ た　カ　 い 　 な い

入 浴空間 　 　 tw

住宅内衛 生 問の み　　　　49．2 （131）
住宅 内衛生 間 と公 共浴 池　 87．6 （78）

　 公
’

の 　 　 100．02

50，8　（135）
12．4 （11）
O．0　 　 0

全体

40代未 満

40代

50代 以 上

［＝ ESiilpt
O瓢　　 5鍋 　　 100覧
ド　　　．アNm 「mtth
匚 一

昌
　 T94 　 　　 206

　 　 　 　 　 FF
−」趣

　 65．9 　　　　　34．1
入浴 の 方法

　 シ ャ ワ ー式 の み

　 主に シ ャ ワ
ー式

　 に　 か る

57．6　（156）
61．6　（　45）
76．9　 10

42，4 　（115）
38．4　（　28）
23．1　 　 3

サ ウナ の 場 合

鯲 　　　　　@50％　　　　lees　　（　N　
　 −−−’ − −
7 匚コ ＝：ユ≡ 三］　（3

） 　　t ・　　．、　 、　　（1
） 26．9 　　　7
D1 　　　，一　　：，1　・　　　　　　（
2） 43，2　　　

， 8 　 　　 　 　− 　　

59 ） 　84．7　　　　15．3 　　　　　28．8　　

71 ．2 口あ る

　匹】ない 年

　　　　 ww
　40代
満 　 40

　50 代以上

．8　（　85）
．1　（　74）
．4　（　 4880

．

@　4N ＝211
47．2 　（　7
j43 ，9（5818

． 6 　

　11 ）

． 0 　 　 且 N ＝　146 ※ シ ャ ワー式 のみ：浸かる 式 をまっ

く し な い 場 合　 　単 位 隅 （ N ） 主 にシャ ワー 式

時 々 浸 か る 式 も 採 用 し て い る
場

合 主 に浸 か る式　

時々 シ ャ ワ ー 式 も 採 用 し てい る場 合

上配の用躇に っいては， 以下図袈 同様 ※＊＊＊P〈0

001 ＊“ P 〈 0 ． 01 ゆ P 〈 0 ．05 共浴 池」 の

用世 帯の 9 割 弱か ら ，「あった方が 良い 」 との回

が得 られた．「 住 宅内 衛 生間」 のみの 利用 世 帯 の

合 は，そ の5 割が 「あった方 が 良 い」と考 え て い

． つぎに ， 入 浴方法 別にみると，「浸か る式」を

く利 用す る 世 帯 ほ ど，「 公
共 浴池」 に 対 す る依存度

ｪ 高くな っ ている， さ らに， 年齢 別 にみる と ，年齢 が

高く なる ほ ど， 「 あ っ た方

良い」 と考える世帯が 高 率 で あ る こ とが わかった

　以上，都市集合住 宅の居住者に おける 「
公 共浴

」 の 利 用は ， 「 住 宅 内 衛 生間」の整 備 に と も な

，減 少 し て きたこと が明 ら か に な った が ， 前 述のよ

に ， 「 公 共浴池」には，「空 間 的に ゆっく り 入れる

「 自 宅 で 済 ま せ る
よ り 経済 的」「職場の人 との交

ができる」 など の長 所が あ るため，多 く の 居住者

，なお「公
共 浴 池 」の必 要 性 を 強 く感 じている．

たがっ て， 「公 共 浴 池 」は ，今後 徐々 に改 善 さ れ

つ （例えば， 衛 生 的条件 を 良 く
す

る，利 用
できる

間帯を増 やす，種 々 の 機能 を 持つ シャワ ー器 具 や

ッサージ 等の サー ビス を導 入 す る 等

，なお 存続し つ づける と 考 え られる． 　 3 ）　温

とサ ウ ナ の 経．験 に つ い て 　さ らに今後 の入 浴 慣

の動向を 確かめる た め，温 泉 とサ ウナの利 用につ

て 尋ねた（図 6 ） ．温 泉 体 験 の

ある者は 7 割 強であり，サ ウ ナ風呂の体験 者は 3割で

り ，
比

較 的 利 用 さ れている． 　中国 は， 火 L 【」

少な いため，温泉 が少なく ，した が
っ て，こ れま

温 泉は，皇 族や貴 族 ， そして 国 の 上 層 部の療 養 や

療
に し

か 利 用さ
れ

ず， 一般の 庶
民 にとっ て

は 程遠い

在 で あ っ た ．とこ ろが，近 年 日本等の影 響寧8 によ り， 一 部

中 国人は， 健康 の た め に ，定期的 　　　　X 全

の 356 には，年齢 層不明 の 世 帯 が含 ま れてい る

6 ．温泉とサ
ウ ナにおける 体 験 の 有無一年齢別一

温 泉 浴を利用 するよう に な っ て き て
い る ．これらの

ｱ と を背景に，近年西安において は， 硫黄成分が 含 ま

黷髓n 下水 の 開 発 が盛 ん に行わ れ， この硫黄成 分が 含

ﾜ れ る湯を 利用 す る温泉浴が 普及 しはじ め た．そこ で

経 済的に 力 の ある
国 有の 企 業や病院・研 究 所など

は， 国か ら 許可を得 て， 従 業員

入浴に温泉の湯を 利用し はじめた ． この こ とが，

回 の調 査対 象 世 帯 に温泉 浴 体 験者が 多いことに 影

し て いる． 　 ま た ， 70 年 代以降， 経 済改 革 政策

導入に と もな い， 多く の 外来 の 文 化 が 中国に 広

伝え られ た．サ ウ ナ風呂もそ
の1 つ である ． し か し

在で は， そ の数 は ま だ 少なく，入浴 料 金も 比較 的

価なた め（普 通 の 「公共 浴池」の約5 〜10 倍 ）

一 部の高収入の 人々 に しか利用 でき ない現状 であ

． な お ， サ ウナ 風 呂 の 利 用状況 と 年 齢 と
の

関連性 を

た 結果， 他 の年齢層 に 比 較して， 40 代 にサ ウナ

験者が最 も 多 く ，7 割を 占 めて いる こ とがわか っ

（図 6 ）．これには， 40 代 の 居住 者には ，前 述

ように， 高 所得層に 属する 者が比 較的 多いこと が影

して い る と考えられ る．さ らに， サウナ風 呂は ，

容 やダイエットに効 果があるといわ れ ， 中国 の 都

部 で は，

くに若い 女性 に 人 気があ る ． 以

のよう に ，「 サ ウナ風 呂
」

や 「 温 泉浴」の 出 現 に

り，都市居 住者の 入 浴 生 活 が多 彩にな っ てき た と い

ｦ よ う． 　 （3 ） 居住者の 入浴意識 につ いて

1 ）夫 と 妻の入 浴 意 識一4 つの入 浴目的 からみた 一

入 浴に 対し て 抱 いて い ると考 えられ る 目 的を4 項 目

ﾝ 定 しその 意 識 を尋ねた ． その結果，表7 のよ う に ，

夫と

妻 によ る差はみら れ ず，
双

方 ともに 「 清潔 の た め 」

ﾉ 入浴し て いるも のは5 割強を占 め， 最 も 多 い ことが

わ か る ． つ い で 3

強の と妻は，「

慣とな
っ
てい ts 中 国 では ，「日本 は 世 界 一の長寿 国 に なっ た
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る」 と回答 して い る ．なお ， 入浴の 目的を年齢別 にみ

たが，年齢 との 関連性は み られ なか っ た．

　前述 の よ うに，中国 は 内陸国家である の で，東南 沿

岸地域 をの ぞ く大半の 地 域 は，水源に 乏 しい 地域 で あ

り， 人々 に とっ て は
， 水は 極め て貴重なもの で ある．

こ の ため に，多くの 居住者 は，「清潔の ため1 とい う

最 も基本的な目的で 入浴 し， 日本人に よ く見られ る ，

入浴に 「楽 しみ」を求める とい う意識 があ まり育 っ て

い な い と考え られ る ．

　2） 夫と妻の 入浴意識

　図 7 は，夫 と妻の 人浴意識を示 し た もの で ある．入

浴慣習の 背後に存在 し， 居 住者が抱 い て い ると考えら

れ る入浴意識 を 7 項 目
s ｝
あ げ，考察 した結果，夫と妻

と もに ， 「清潔」 をあげ る者 が多 く， そ の 数 は 9割強

に も達 して い る （複数回答）．つ い で ，「疲労回復」に

お い て は
， 夫の 6割強 ， 妻 の 5割弱が ， 入 浴行為に こ

れ を求め て い る．なお，「美容」 と 「気分転換」の 2

項 目 に つ い て は
， 夫と 妻 の 間 に 違 い が み られ

， 妻 の 3

割 強 は，「美 容」効 果 を図 る ため に ，夫 の 3 割強 は

「気分転換」 の た め に入浴 して い る こ とが わか っ た．

　つ ぎに ，夫と妻に お ける入浴意識 と年齢 との 関連性

に つ い て 考察 した結果は表 8 の とお りで ある ．

　まず ， 妻 の 場合 をみ る と，年齢 の 増加 に と もな い ，

「疲労 回復」や 「暖まる」 を求め る割合が高 くな る傾

向が み ら れ た ．こ れ は
， 共働 きの 女性 が 仕事や 家事 ，

育児な どで疲れ る，冷え症 に な りやす い ，等の 理由か

ら，中 ・高年層の 女性が 入浴に 「疲労回復」や 「暖ま

る」 を強 く求 め て い る と考 えられ る．「くつ ろ ぎ」 に

お い て は，若 い ほ どそ の 意識 が強 くな り， 「美容」に

お い て は，中年層が こ れ．を強 く意識 して い る こ とが特

徴的であ る．生活 水準が 高 くな っ て きた
5 ）

．現在で は，

日本や 西洋の 影響 を よ り強 く受けて い る若年層に お け

る生活を楽 しむ意識が ， 他の年齢層 に比べ て 強い こ と

が関連 して い る とい える．後者 の場合，他 の 年齢層 の

女性に比べ て ， 種 々 の 意味にお い て 余裕の ある 中年層

の 女性 は，「美容」（肌 の 手入れな ど）にとりわ け強い

関心 を持 つ よ うに な っ た もの と考 え ら れ る．

　つ ぎに，夫 の 場 合 をみ る と，50代以上 の 夫の 7割

は
， 「疲労回復」の ため に 入 浴 して い る こ とが わか っ

た．こ の 点で は
， 中 ・高年層 の女性 と類似 して い る ，

また，若年層ほ ど，「気分転換」に 対す る意識 が強 く

な っ て い る こ とが特 徴的 とい える．

　以上述 べ たよ うに ，男女に かかわ らず，多 くの居住

者 は
， 「清潔」や 「疲労 回復」の た め に 入浴 して い る

が，若年層や 女性で は，「くつ ろ ぎ」「美容」「気分転

換」な ど を求 め る 割合 が 増 え， 都市居 住者の 入浴意識

が多様化 して きて い る こ とが わか っ た．また ，都市居

住者 の 入浴意識を多様化させ た背景に ，生活水準の 向

上 が存在 して い る と考 え られる．

　（4） 入浴慣習か らみ た中国の 都市居住者に おける入

　　　浴様式 の 動向

　 1）　入浴方法の 実態とその 理由

　図 8 の よ うに
， 調査対 象世帯 の 8 割弱は

， 「シ ャ ワ

ー
式の み」 と い う入浴方法で ，入浴 を済ませ て い る．

「主 に シ ャ ワ
ー式 で ある が，時々 浸か る式」 を採用す

る世帯を入れ る と，そ の 数は非常 に 多く， 9割強 に も

表 7．夫と妻の 入浴の 目的一年齢別
一

楽 しみ に 習慣 と な 清潔の 入 浴 した
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 計 （N）
　 い 　 っ て い 　 　た め 　 　t い

全 体
夫 7．032 ．257 ．・73 ．1
　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　100．0（357）
　 　 8．4 　　 37．8 　　532 　　0．6

40代未満
夫 8．1　　　 23．6　　　67，1　　　1．2

　 　　　 　　 　　 　　　 　 100．0（161）8，1 　　 37．3 　　54．O　 　O．6

4σ代
夫 6．142 ．446 ．25 ．3
　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　100．0（132）
　 　 8，3　　 40，2 　　51．5　　0．0
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圖
0　 　 50　　 100　S
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　 ・　 33 ，1
　 ・　 34 ，7
　 9．0
　 　 　 　 　 　 93．8
　 　 　 49 ，0
　 　 28．9

50代 以 上
夫

※夫 と窶の 紛数は 同様

6．8　　　 30．5　　　59，3　　　3．4
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 100．0（　59）
10，2　　　　32．2　　　55，9　　　1．7
　 　 　 単位 渦 （助 く 不 明の ぞ く〉

N＝ 357 （夫 と 婁 の 総 数 は 同 様 ｝ 〈 不 明 の ぞ く 〉 ［複 数 回答 】

　　　　　　図 7．夫と妻の 入浴意識

表 8．夫 と妻 の 入浴意識
一

年齢別
一

全 体
4e代 未 満
40代
50　 屍 上

※ 夫 と婁 の 総数は 同 醸

　 　 しみ 　 　 　 　 つ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　口

＿去＿＿逶＿ ＿去＿＿逡＿ ＿去＿＿甕＿ ＿去＿＿壅＿ ＿＿：1i−一．．．＿s1L ＿去＿』廴 ＿去＿＿甕＿
18．7　12．3　　 28，9　33．1　　　3．4　 34．7　　　5．6　　9．0　　　91，3　　93 ，8 　　 64．4　49，0　　 35．6　28．9
8．7　　9．9　　25．5　36．6　　　3．1　29．2　　　3．1　　5．0　　　93．2　　91 ．9 　　64．6　46，0　　37、3　30．4
9．1　15．9　　34．8　31。1　　 4，5　41．7　　　7．6　 11，4　　　87，1　　93 ，2　　60．6　48，5　　35．6　25，8
8．5　11．9　　27．1　30．5　　　1，7　32．2　　　6．8　13．5　　100，0　100，0 　　　71．2　55．9　　27．1　32．2

　 　 　 　 　 単位 ： 瓢く 不 明 の ぞ く〉 〔複 数 回答 ］

（601＞ 81
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達 して い る ．前述 の よ うに，本研 究 の 調査対象住宅は
，

「住宅内衛生間」 に よ り，3 つ の タイ プに分 かれ て い

る の で ，まず ，入浴方法を タ イプ別に み て い く．表 9

の ように
，

タ イプ 2の 住戸 の 中 には ， 「時 々 浸か る式」

の 入浴 方法を採用する世帯が比較的多 く，タ イプ 3 の

住戸 に は
， 「シ ャ ワ

ー式 の み」 の 入 浴方法 を採用する

世帯 の 占め る割合が最 も高 い こ とが わか っ た．タ イ プ

2 の住戸 に 「時 々 浸か る式」の 割合 が 高い の は，タ イ

プ 2 の住戸 に浴槽が設置 され て い るか らと考え られ る 、
一

方，「公 共浴池」 を利用する 世帯ほ ど
， 「時 々 浸か る

1．シ ャ ワ
ー

の た め の 給 湯股 備 が あ る

2．簡単に済 ませ る か ら

3．衛生 的

4．慣 れ て い る

5．湯 が 経 済 的
6．好き な湯温 を選 べ る

7．い ろんな種類の シ ャ ワ
ー

を楽 しめ る

8．陶器 の 浴椿なの で，湯が 直ぐに 冷める

9。浴槽 専用の 給湯股備が ない

10，そ の他

11．1／50．6
　 22．1／74，5
　 48．且／87．5

　 　 7．0／43，5
　 1．8／21．4
　 0．4／26．2
0．4／10．7

0．0／1．5
　 7．7／17．0
0．7／16．2　N＝271

丶
＼ 　 シヤワ

ー式 の み の 理 由 　 　 t−ttt．t．t．・
t・一・t・at〆

・ 職

’

一 蘯 剄 跚

　　　　一t．一．．・“一一・一・H−・t・’一’“””’
Vtt“’ttttt−’t’一“thP’一一』−h

−
i
’
る式 の 理 由

3’T＼

式」 を採用する 割合が 高 い こ と か ら，入浴方法は ，入

浴空 間と関連性がある こ とが明らか に な っ た，

　 つ ぎ に
， 入浴方法を男女別，タ イプ別 に み て い く，

表 9 の ように，男性 よ り女性の方が ，浸か る式 を採用

する人数が少な い こ とが 明 らか に な っ た．こ れは，前

述の ように ，中国 の 女性特有の 衛生観念
7｝
に よ る もの

と考える ．また，タイプ 3 の 居住 者 に 「シ ャ ワ
ー
式 の

み」の 世帯が多 い こ とは特徴的で ある． こ れ に は
，

タ

イプ 3 は他の タ イプ よ り若年層が多い こ とが影響 して

い る と考える （平均年齢　タ イ プ 1 ：44，2 歳，タ イプ

2 ：43．2 歳，タ イプ 3 ：38．7 歳）．以上 か ら ， 若年層

や女性が ， 「シ ャ ワ
ー式」 を好 ん で い る こ とがわ か る ．

　 さ ら に，「シ ャ ワー式」が よ い とする 理 由をみ る と

（図 8），複数回答 に お い て ，「衛生的」 と い う理 由 を

あげ る世 帯が最 も多 く，9 割弱を 占め て い る ．単数回

答で は，5 割弱が こ の 理由をあげ，複数回答 と同 じ傾

向がみ られる．こ れ に は，以 下 の 理 由が考え られ る．

表 9、入浴方法一男女別 ・年齢別
・タ イプ別

一

1．血 行を 良 くし ，健 康 に 良い

2，体が 暖 ま る

3．疲労回復の た め

4．美容 の ため

5．湯 に 浸 か るの が 楽 しい

6．気分 が爽快に なる

7．そ の 他

34．9／65．1
7，0／23，31

．2／18．627
．9／67．4

22．1／5？．0
　 4．7／30．2
2．3／3，2 N＝86

凡 例 匿吻 シ ャ ワ ーの み　　　　　　　　　　　　単数回答

　 　 國 主 に シ ャ ワ ー式，時々 浸か る式
　　 ■ 主 に 浸 か る式，時 々 シ ヤ ワ

ー
式 　　　ぐ 　 複数回 答今

※ 「シャワー式」　 ：浴 槽 に浸か らず，シャワ
・一
だ けで 入 浴を済ませ る入 浴

　 　 　 　 　 　 　方 法 を指す．
　 「浸か る式 」 ：浴槽に 浸か る とい う日本で 見 られ るよ うな方法で

　 　 　 　 　 　 　入 浴 を済 ませ る入 浴 方 法 を さす．
※ 以 下 図衷同様

　　　　　　 図 8．入浴方法 とそ の 理 由

シ ャ ワー 主に シ ャ ワ 主 に 漫 る試 　 計 Φの
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入浴空聞
1．住宅内衛生間
　 　 　 　 　 　 　 　 78．3　　　　　19．5
　の み

Z 自宅内衛生間と
　 　 　 　 　 　 　 　 697　　　 225

※公 共浴 池の みの 2世帯の ぞ く 単位 渦 ΦO
X 犠 ： 辮 P＜〔｝．001　寧嚀Pく O．Ol　寧P＜O．05

2．2 　　100．0（266）

　 78 　　1000 （89）

〈 不 明の ぞく〉

全 体 N＝271 　40代未満N＝131

　　1，浴槽 専用 の 給湯設 備 が な い

　 　2．陶器 の 浴槽 なの で ，湯が 直 ぐに 冷 め る

　 　3．い ろん なシ ャ ワ ーを楽 し め る
＃ ＊ 4．好 きな湯温 を選べ る

　 　5．湯が 経済的
紳 6，慣れて い る

　 　7，衛生的
＃ “ 8．簡単に 済 ませ る

　 申 9．シ ャ ワ ーの ため の 給湯設備が ある

　 10．そ の 他

40代 N＝9450 代以上 N＝41

0　　　50　　10036　　0　　　50　　100　95　　0　　　50　　100　96　　 0　　　50　　100 ％

7．55 ．5 ．31

　

　

　

　

　

　

29

xl検定 ：＊＃ P＜0，001　 ＊＊P〈 0．Ol　 零P＜ O．05　［複数回答］

図 9．「シ ャ ワ
ー

式」入 浴方法を採用する理由一年齢別一

82 （602＞
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表 10．夫 と妻の 冬夏に おける入浴回数一入浴空間別一

　　 　　　 　　 　 夫1．住 宅内衛 生間 の み
　　 　　　 　　 　 妻
2，住 宅 内衛生 間 と　 　 夫

　公 共浴池 の 両方 　 　 妻

．tYLME ．　 盤

1 　 こ1 ロ 芝 上 　 1 　 こ1 ロ

2．6　 36．8 　　3．0 　 47‘7
2．9　 42．9 　　7．9 　 43。6
2．2　　40．4　　　3．4　　46．L
2．2 　 43．8 　　3．4 　 46．1

　 　 　 　 　 a
「

こ2〜3 口
1

こ1 口 の

鍾 ＿＿夏重 　鍵 蝦
56．O 　 ll．3 　　37．6　 3．0 　　0，8 　 1．1
6L 　7 　 11．7 　　28．6 　 0．4 　　　0 　 1．5
61．8　　13，5　　　32．6　　　　0　　　　　0　　　　0
67．4　　　9，0　　　27，0　　1，1　　　　 0　　　　0

100．0　（266）

且00，0 （89）

※夫 と妻 の 総数 同様 ・公 共浴 池 の み の 2 世 帯 をの ぞ く 単位 ：覧 （恥　 　〈 不 明 の ぞ く 〉

帥 夫冬

噛 麥冬

　 夫夏

軸 窶夏

0％ 20瓢 40％　 　 　60％ 80％　 　 工00鷯

．3

　 　 　 4．5　　 　 t4．3 　 　　　　　 　　　　　 　 26．1

　　　圀 起床後 口 夕食 の 前 ■ 夕 食 の 後 　各N＝357
　　 　 匚コ寝 る前 ■1その 他 　 口 不 明

　　　 Xa検 定　： ＃ ＊P〈 0，001　　i＊P ＜ 0．Ol　　拿P〈 0．05

図 10．入 浴の 時間帯一夫 と妻に お け る冬夏別
一

中国で は，「住宅内衛生 問」が整備 さ れ た の は ，こ こ

十数 年以 内 の こ と で あ る
’ 9

た め
， 人 々 は 長年 「公共浴

池」 を使用 して きた．前述の よ うに 「公共浴池」の 場

合 ， 男性側 に しか 浴槽が 設置 され て こ な か っ た た め
，

「シ ャ ワ ー式」の 入浴方法に 慣れ て きた経緯が あ る．

さら に，多 くの 中国人に は，浴槽に 浸か りなが ら身体

を洗 う慣習が あ るため，「公共 浴池」 の 浴槽の 湯 は，

きれ い とは い えな い ．こ の よ うな状況か ら，  「シ ャ

ワ
ー
式」 の 入浴方法 が衛生的 で あ る と い う意識 や， 

浴槽 に浸か るの は，皮膚病や 婦人病に感染す る恐れが

ある と い う意識 が 持た れ て きた ．こ の よ うな こ とが
，

「シ ャ ワ
ー」志向を強め た

一
因 に な っ て い る と考 えら

れ る．

　 つ い で ，「簡単 に 済ませ る」 とい う理 由をあげる世

帯が 多 く，7 割強を占め る．こ れ に は ，中国 に お け る

入浴意識が 関係 して い る と考え られ る ．入浴に ，清潔

の た めだ け で な く， 楽 しみ や くつ ろ ぎも感 じる B 本

人
8）

とは異 な り，主 と して 身体の 清潔の ため に 入浴 し

て い る 中国 人 に と っ て は
， 「シ ャ ワ

ー式」の 入 浴方 法

が最適な もの とな っ て い る とい える．

　 さ ら に ，「浸か る 式」 を し て い る 理 由をみ る と，図

8 の よう に，「血行 を良 く し，健康に 良い 」 「疲労回復

’ 9
こ れ ま で は，旧 ソ 連 の 影響 もあ り，一

部 の 都市集合

　住 宅 に 3点 1室 の 「住宅 内衛生 間」が 導入 され た が ，

　 冷 暖 房 設 備 や 給 湯 設 備 が 不 充 分 の た め，こ れ ら の

　「住宅内衛 生 問」 は，都市居住者 に お け る 日 常 の 入 浴

　 に使用 されなか っ た．

の た め」「浸か る の が 楽 しい 」 などの 理 由が多い ．湯

に 浸 か る こ と に よ り疲れが癒 され，血行が 良 くな り，

健康 に 良 い と い う意識が
， 「浸か る式」の 入浴方法 を

支 えて い る こ とが わかる．

　以上 の ように
， 「浸か る式」の 入浴方法は存在 して

い る が，全体 と して こ の 入浴方法は 少な い ．「シ ャ ワ

ー式」の 入浴方法は，その 簡便 さゆ え に ，主た る入浴

方法と して
， 中国の 都市居住者に浸透 し ，

と くに女性

や若年層ほ ど 「シ ャ ワ
ー式」の 入浴方法をとる傾向が

み られ る．「浸か る式」 を存続 させ る に は，共同で 使

う湯の 清潔 さを保 とうとする 入浴 の マ ナ
ーが 必 要で あ

る ．

　2）　 入浴 回数 ・入浴時間帯 ・入浴場所 に つ い て 一

　　　「公共 浴池」 と 「住宅 内衛 生問」に お け る一

　西安は内陸性気候で あ り，湿気が少な く，冬は寒 く，

夏は暑 い とい う気候で ある．こ の よ うな気候条件か ら，

表 10 の よ う に ，冬季に は，入浴 は非 日常的 な行為で

ある が ，夏季に は，日常的な行為 とな っ て い る．身体

の 清潔 の た め に，季節に よ っ て そ の 必 要に 応 じて 入浴

の 頻度を調節 して い る こ とが わか る．

　入浴時間帯に つ い て は （図 10）， 季節に よ り変化が

み られ る ．冬季に は
， 「寝 る前」や 「夕食の 後」に ，

入浴 を済 ませ る割合が高 い が，夏 季には，「そ の 他」

（時間帯が 決ま らず，随時入浴 して い る ）や 「起床後」

の 割合が 高 く な る ．こ れ に は ，  生 活水準の 向上 に

と もな い ，清潔意識 が 高 まっ た こ と，  利用 に 制限

の な い 「住 宅 内衛生 間」の 整 備 に よ り， 随時 入浴 で き

る ように な っ た こ とな どが 関係 して い よう．

　 さ ら に
， 「住宅 内衛生 間」に 浴槽が 設 置 され て い る

147住戸 世帯に，シ ャ ワ
ー

を浴 びる場所に つ い て尋 ね

た 結果 （図 11）， 「浴槽 の 外」が 5 割強で あ り多 い ．

なお，「浸かる式」 をす る世 帯ほど，「浴槽の 中」で シ

ャ ワーを浴び る割合が高 い こ とか ら，入浴方法との 関

連性が強い こ とが わか る．

　 3）　「浸かる式」の 入浴方式に つ い て

　「浸 か る 式」を採 用する 世帯 に お け る 入浴方 式 を 整

理 した もの が表 11で ある、「浸 かる式」を採用す る人
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表 ll，浸か る式入浴方法を採用 して い る 世帯の 入浴の実態

r浸か る式 」 を rシ ャ ワー弍 の み 」 で

　 　 　 せ 　　
ム

浴 槽 に 溜 め

　
噂

の

r浸か る 式亅 を

　員　　 43．037 ｝

夫　　　45．3 （39）
妻　　　 20．9 （18）
息子 　　 25，6 （22）
娘 　　　 18．6 （16）
祖 父 　 　 　 4．7 （4）

祖 母 　　　2．3 （2）
［　 回答 j　 N＝86

夏季 　　　 59．3 （51）
忙 しい 時 　　18．6 （16）

書驪
が

15・・ （13）

寝 泊 ま りの
　　　　　　 1．2 （1）
客が い る 時

その 他 　　　 5，8 （5）
　 　 計 　 　 100，0 （86）

3分 の 1　 2．3 （2）
3分 の2　 43．0 （37）
半分　　23．3 （20）

八 分 目　 31．4 （27）

　 計 　 100．0 （86）

毎 日　　　　　 1．2 （1）
週 に 2，3回　　38，4 （33）
週 に 1回 　 　 　 22．1 （19）
1ヶ 月に1回　　 2．3 （2）
年 に数 回　 　 　 L2 〔D
特 に 決ま っ て
　 　 　 　 　 　 34，9 （30）
い な い

　　 計　　　100，086 ）

単位 ：覧 （N＞　〈 非 該 当 ・不 明 の ぞ く 〉

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 娜 　　　　　　　5慨 　　　　　　1嚥 　　（　N　）
　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　
全体　　　　　　　　　　　　　　　　　　晒 瓢 ・・コk・’　　　　 （147）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 23．8　　　　53．7　　　22，4
い っ もシ ャ ワ ー式 の み 　　　　　　　　 “”，／ti ・　 o“　　　 （76）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．17．1　　　　69．7　　　　13．2
主 に シャ ワ ー式，時々 浸か る式 　　 　　 　 　…一．tt・4 　 　　 　 〔59）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 32．2　　　39．0　　　28．8
主 に浸か る式，時 々 シ ャ ワ ー式の み 匚：］M ■■■■■　　（12）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 25．0　25．0　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 50．O
　 　 　 　 　 　 　 口 浴槽の 中 日 浴槽の 外 ■ 浴槽 の 中 と外 pa

　 　 　 　 　 　 　 ＜非 該当 （住戸 内に浴槽がない 居住看）の ぞく＞

　　　　　 　　 X2 検定 ：嚀事事P＜ 0．　OO1　寧寧Pく0．01　事Pく0．05

図 11．シ ャ ワ
ー

を浴 びる時 の 場 所
一

入浴方法別
一

は，「夫」が 4 割強で 多 い ．前述 の よ うに ， 中国人 の

衛生観念な どに よ る もの と考え られる．また，中国 で

は ，夏季 に ，都市に お け る 水不足 の 問題が 深刻なた め ，

「シ ャ ワ
ー

式の み」で 入浴 を済 ませ る場合 は 「夏季」

に多 くな る．さ ら に
， 浴槽 に 溜 め る 湯 の 量 は，「3 分

の 2」が最 も多く ， 肩 まで つ か る 湯量をた め て い る ．

また 「浸かる式」の 入浴は 日常的 に行われず任意的な

もの に な っ て い る．

　つ ぎ に，「浸 かる式」 をす る世帯 に，風 呂 の 入 り方

に つ い て尋ねた結果 ， 図 12 の ように ，「浴槽 の 中で 体

を洗う ・シ ャ ワ
ー

で流す」とい う欧米で み られ る よ う

な 入 り方 をす る 世帯 は，7 割 弱 を占め最 も多 い ．「外

で 腰 を洗 う ・浸か る ・外で 体を洗う ・シ ャ ワ
ー

で 流す」

とい う日本で み ら れ る よ うな入 り方 をす る世帯は，2

割弱で ，比較 的少 な い ．こ れ は
， 中国人 に お け る従来

の風呂の 入 り方に よる と こ ろ が大 きい とい える．

　なお，図 12 の よう に，「浸か りなが ら体 を洗 う ・シ

ャ ワ
ーで流す」 とい う入 り方の 場合，男女に よる違 い

がみ られ，こ の 入 り方 をする女性は 7 割弱占め，男性

の 約 2 倍 で あ る，また，「外 で 腰 を洗 う ・浸 か る ・外

で体 を洗 う ・浸か る」 とい う入 り方をす る女性は い な

い の が特徴で ある．こ れは，前述の ように，中国女性

特有の 衛生観念
7 匚
に よ りもた らされ た もの で あ る と考

える．

　さら に
， 湯の 使 い 方に つ い て は ，「浸か る 式」 の 入

全体

男

女

O％　　　　2（嚀6　　　4（坤6　　　6α略　　　8σ蕗　　　100％　（　N　》

■【 ：コ篝 』■■■：：＝ ：＝：＝：コ 　（86）

7．Ol2 ．810 ，5　18．6　　　　　 51．1
■■【：：：冨 ■■【 ＝：：＝ ：：コ　 （47）

k2．8 　L孔 O 　l2．8 　1’9●1 　　　38．3
匚玉 ヨ■■ 匿：：：：：＝ ＝＝ ：：：：コ 　 （39）
7．77．717．9　　　　　　　　 66．7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〈 不 明 の ぞ く〉

■ 外 で 腰 を洗 う→ 浴槽 に浸か る→外で 体 を洗 う→浸か る

圃 外 で腰 を洗 う→ 浸か る → 外で 体 を洗 う→ シャワ
ーで 流 す

匚コ 外 で 腰 を洗 う→ 浸 か る → シャワ
ー
で 流す

■■ 浸か りな が ら体 を 洗 う→シャワ
ー
で 流 す → 浸 か る → シtワーで 流す

口 浸か りなが ら体を洗 う→ “ltV 一で 流す

　 ※外 ：浴槽 の 外 を指 す．

図 12。「浸か る式」を採用す る場合 の 入 り方
一

男女別
一

浴方法 をする世帯 の 9 割弱 （76／86）に
， 「ユ人ご とに

湯を替える」習慣がある こ とが わか っ た．こ れは ， 前

述 の よ うに ， 中国 人 の 衛生観念や浴槽に浸か りなが ら

身体を洗 うとい う入浴の 仕方に よ る と こ ろ が大 きい と

考える ．

　 4．要　　約

　本報で は ，居住者 の 「公共浴池」の 利用状況と 「住

宅内衛生 間」の 入浴状況か ら，居住者の 入 浴慣習 の 実

態 を明 ら か に する と とも に，「公 共浴池」 と 「住宅 内

衛生 問」 の 利用関係 か ら今後 の 入浴慣習 の 動向に つ い

て 考察 した．さ らに，入浴慣習 の 背後に存在する居住

者の 入 浴意識 に つ い て 考察を加 え，今後の 発展 方向を

探 ろ うと した ．そ の 結果をま とめ る と以下 の とお りで

あ る （図 13）．

　（1） 生 活水準 と住 生 活意識 の 向上 に と もな い ，生活

の 便利 さや快適 さを追求す る意識 が強 くな っ た こ と
，

大量生産に よ り給湯設備の 価 格が安価 にな り，「住宅

内衛 生 間」が整 備 され て きた こ と，さ ら に ，「公共浴

池」の 使 い づ ら さも加 わ っ て，便利 な住宅内の 浴室利

用 を推 し進め
， 都市集合住宅 の 居住者 の 「住 宅内衛生

問」に対する志向が 強 ま っ て い る．

　  　「公共浴池」 は
， 中国都市集合住 宅 の 居住者 の

84 （604）
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r −o一一91

ii钁 鞭　 清潔 意識 の 向 上　　　　　　　　　　　　　　　　　　公共浴 池 の 不備　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
一 冒響冒一

　
呷一一F−一｝一一一JL −一一一一層響＿＿一＿＿＿＿一一一，一．一一｝卩一＿＿＿＿一一一一＿一一1

　　　 入
’

浸 か る 式 ・行水式

「
一’一一一’冒一

ス落芳選に爵仔る養花あ邇酊
’一雪”一一’−

1
：
　　 シ ャ ワ

ー
段備 の 充奚　　　中国人特有の 衛生 観念

i 従来の 入黼 慣の 脚 　 節水 ．節tmn
：

　　　　　　　　 図 ユ3．本研究の まとめ

入浴生 活 に お い て
， 長 年重要 な役割を果 た し て きたが ，

「住宅内衛生 間」 の 空間 の 整備 と入浴 設備 の 充実 に と

もな い
， 居 住者の 「公 共浴池」 へ の 利用が 減少 して き

て い る．

　（3） 「公 共浴 池」の 長所 は，
一

部 の 居住者が ，そ の

必 要性 を強 く感 じて お り，「公 共浴池」 の 今後 の 存続

可 能性が指摘で きる ．

　（4） 「公 共浴池」の 存続に は，入浴意識の 変化，入

浴空間 に対す る要求を考慮 した空間整備，衛生面や サ

ー
ビス 内容 ，

入浴設備 の 改 善，利用者 に おけ る湯 の 使

用 マ ナ
ーの会得 などが 必要で ある ．

　（5） 温泉浴やサ ウナ風 呂の 出現 と普及は，都市集合

住宅の 居住者 の 入浴生 活を充実 させ ，今後生活水準 の

向上 と入浴意識の 変化に と もな い
，

こ れ らの 入浴 施設

を楽 しむ居住者が増え つ つ ある こ とが示唆で きる．

　  　生 活意識 の 変化や生活水準の 向上に ともな い ，

若年層や女性で は，入浴 に 「くつ ろ ぎ」「美容 」「気分

転換」な どを求め る傾向が み られた よ うに ，都 市居住

者 におけ る入浴意識が 多様化 して きて い る ．

　（7｝ 少数 で はあ るが，
一部 の 都市居住者 に 「浸か る

式」の 入浴方法が なお 存在 して い る ．湯に浸か る こ と

に よ り，疲れが癒 され，血行が良 くなり， 健康 に 良い

とい う意識が ，伝統的な 「浸か る式」 の 入浴方法を支

え て い る こ とが 確認 さ れ た ．

　（8＞ 簡便 さと燃料 代が少な くて も済むな どの 利点が

あ り，「シ ャ ワー式」の 入浴方法は，主 な入浴方法 と

し て ，都市集合 住宅 の 居 住者に浸透 し，と くに女性や

若年層 ほ ど 「シ ャ ワ ー式」の 入浴方法をとる傾 向が強

い ．

　  　中国都市集合住宅 の 居住者 の 入浴は
， 夏季 に は

日常的な行為で ある が ，冬季に は非日常的 な行為 とな

っ て い る ．さ ら に
，

一
部 の 居住者が 朝，入浴 す る よう

に な っ た よ うに ， 「住 宅内 衛生 問」の 整備 や入浴意識

と清潔意識の 向上 に よ り，都市集合住宅の居住者の 入

浴習慣に 変化が生 じて きて い る．

　（IO） 中国都市集合住宅の 居住者の 入浴様式，入浴意

識，入浴慣習 に お い て
， 著 しい 変化が 生 じ て きて い る

こ とが確認 された．こ れ らの変化に適応 した入浴空間

の 平 面計画 が 今後 の 重 要 な 課題 で あ り，ひ きつ づ き，

第 2 報 で と りあげる ．
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